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   Ｂ６０Ｃ   1/00    　　　Ａ
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   Ｃ０８Ｋ   3/36    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  21/00    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年6月22日(2011.6.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　特にグラフト重合体のポリ（アルキレンオキシド）部分は、使用温度において結晶化す
ることを防ぎ、またアルカリ金属塩が「析出」することを防ぐほど十分に低い分子量をも
っていなければならない。従ってポリ（アルキレンオキシド）含有重合体は、マレイン酸
無水物と反応させる前に、数平均分子量が約１００～約２０，０００、好ましくは約３０
０～約４００でなければならない。しかし逆に言えば、このような低分子量ではポリ（ア
ルキレンオキシド）含有重合体がゴムから流出する傾向がある。従って好ましくは何らか
の反応を行なう前に、数平均分子量が少なくとも１００，０００のマレイン酸無水物含有
重合体をポリ（アルキレンオキシド）含有重合体と反応させ、その反応生成物の中にアル
カリ金属（例えばリチウム）が溶解しているようにすることが好適である。
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